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図 3　 　 の
　　　　　　　　　　（「首里城跡－京の内跡発掘調査報告書(Ⅲ)－」 2011年3月より複写掲載）
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1ーa 屋瓦の各部名称
『渡地村跡―臨海道路那覇１号線整備に伴う緊急発掘調査報告書―』（沖縄県立埋蔵文化財センター　平成19年7月）より複写掲載。

1ーb 塼の分類：
『湧田古窯跡（Ⅰ）―県庁舎行政棟建設に係る発掘調査―』（沖縄県教育委員会　平成5年3月）より分類のため、実測図を複写掲載。
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Ａ．工具類・生産用具 接続・固定金具

生産用具

簪・指輪など

鏡・香炉・鈴・柄杓（銚子）など

鍋・鋏

鎧金具（札・八双金物・鎖籠手・骨牌鉄鎖具足など）

兜金具（鉢・立物など）

刀剣（鍔・切羽など）

石火矢（弾・砲身ほか）

釘・鎹など

蝶番・錠（飾金具）

刀子・鎌など

Ｂ．装身具

Ｃ．祭祀用具

Ｄ．生活用具

Ｅ．武具

Ｆ．武器

３ー①  金属製品の分類基準表
『図説　江戸考古学研究事典』（江戸遺跡研究会　柏書房株式会社　2001年4月発行）を参考にして、分類基準表を作成した。
当該表は『首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅱ）－』（沖縄県立埋蔵文化財センター　平成21年3月）に掲載。

３ー② 札の各部の名称

E（方穿）

面 背

『勝連城跡－北貝塚、二の郭および三の郭の
遺構調査－』（勝連町教育委員会 1990年3月
発行）上原 靜氏作成の原図を複写掲載。

３ー④ 銭貨の各部名称
『首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅱ）－』（沖縄県立埋蔵文化財センター　平成21年3月）掲載の「永楽通寳（明：初鋳造年1408年）」
の拓影図に「東洋古銭価格図譜例言（和漢泉彙）」『改訂版　東洋古銭価格図譜』（1975年5月発行）例言より銭貨の用語を掲載。

面：表の意味。 背：裏の意味。

３ー③ 銭貨の各部計測点（左：平面、断面 右：断面拡大図）
『中世の出土銭－出土銭の調査と分類－』（兵庫埋蔵銭調査会　株式会社ぎょうせい
1994年10月発行）を参考にして、『首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅱ）－』
（沖縄県立埋蔵文化財センター　平成21年3月）収録の「永楽通寳
（中国明朝：初鋳造年1408年）」の拓影図に計測部位を表示。
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①②③（断面計測部位）

メン

孔：穴のこと。穿、好とも言う。四角い穴は「方穿」とも言う。
コウ コウセン ホウセン

孔郭：穴の縁のこと。内郭、好郭とも言う。
コウカク ナイカク コウカク

肉郭：外の縁。輪郭、周郭とも言う。外縁の縁幅が細いものを「細縁」と言い、

　　　　　逆に縁の幅のないものを「濶縁」と言う。

　　　　　郭に肉（四角の穴の縁）がないものを「無輪郭」と言う。
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３ー⑥ 簪の名称と計測部位
『与那国島　嘉田地区古墓群－嘉田地区ほ場整備事業に伴う緊急発掘調査報告書－』
（沖縄県立埋蔵文化財センター　平成16年3月）の掲載図を複写掲載。
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３ー⑦ 煙管の部位名称
『ヤッチのガマ　カンジン原古墓群－県営かんがい排水事業（カンジン地区）に係る埋蔵文化財発掘調査報告書－』
（沖縄県立埋蔵文化財センター　平成13年3月）の掲載図に加筆修正をおこなって作成した。名称については、たばこと塩の博物館『キセル』
（1988年発行）を参考にした。
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種類 形状 特徴など

側面観が正円、若しくは円形となるもの

側面観が臼形となるもの若しくは扁楕円形
のもの

側面観が隅丸三角形、若しくはこれに近
似するもの

側面観が成形時に崩れて歪な形状となる
もの

火熱を受け癒着・溶解したガラス玉の塊で
不定形となるもの

４ーa ガラス玉の分類概念 ４ーb ガラス玉の計測
４－a　ガラス玉の分類概念・４－b ガラス玉の計測は、『首里城跡－京の内跡
発掘調査報告書（Ⅱ）－』（沖縄県立埋蔵文化財センター平成21年3月）に掲載
された分類概念表と図を使用。
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口唇（口唇部）
こう しん

口縁（口縁部）
こう えん

胴（胴部）
どう

腰（高台際胴下部）
こし

高台内（外底）
こうだいない

高台
こうだい

見込（内底）

内面

外面

みこみ

高台脇
こうだいわき

畳付
たたみつけ

５　　碗の部位名称

ａ タイプ

ａ タイプ

ｅ タイプ ｆ タイプ ｇ タイプ ｈ タイプ

ｂ タイプ

ｂ タイプ

ｃ タイプ ｄ タイプ

京の内跡出土品の中から「青磁雷文帯碗（14世紀後半～15世紀前半頃）」を図化して、名称を当て嵌めた。

『首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅳ）－』（沖縄県立埋蔵文化財センター　平成24年3月）の掲載図を複写掲載。

６－a　青磁碗の高台分類
主に京の内跡出土品の中から高台資料を抜き出して模式図を作成した。

『首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅳ）－』（沖縄県立埋蔵文化財センター　平成24年3月）の掲載図を複写掲載。

６－b　青磁盤の高台分類
主に京の内跡出土品の中から高台資料を抜き出して模式図を作成した。

『首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅳ）－』（沖縄県立埋蔵文化財センター　平成24年3月）の掲載図を複写掲載。

７　　タイ産土器（半練）の蓋縁分類
『首里城跡－京の内跡発掘調査報告書（Ⅰ）－』（沖縄県教育委員会　平成10年3月発行）より複写し、再編集して掲載。



　 （ ）
　　　　金城亀信 「豊見城村内確認の明代三彩鶴形水注」 『文化課紀要』 第6号 1990年3月掲載に向けて1989年に撮影した
　　　　カラー写真を複写して編集した。



　 （ ）
　　　　金城亀信 「豊見城村内確認の明代三彩鶴形水注」 『文化課紀要』 第6号1990年3月掲載した実測図に首里城跡木曳門地
　　　　区出土の鶴形水注の頭部 （県立埋蔵文化財センター調査報告書 第3集2001年3月発行） を参考にして実測図を修正した。
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第3図　遺構全体図
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第4図　京の内北地区第Ⅳ期 （15世紀後半～ 16世紀初頭） 遺構の推定復元
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第5図　 　 4 　 　 1 3 　 4
　　　　　　*屋瓦2bは、 上原靜 「沖縄諸島出土の高麗系瓦について」
　　　　　　　『読谷村立歴史民俗資料館紀要』 第26号2002年3月刊行などを参考にして作成した。
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　　　　　　　金城亀信 「豊見城村内確認の明代三彩鶴形水注」 『文化課紀要』 第6号1990年3月発行
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